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になる。なお、現在では GNPは用いられていないこともあり、以下では GDPに統一する。 
４ 応用一般均衡分析に興味がある読者は、例えばジョン・B・ショウヴン、ジョン・ウォーリ、小平裕訳（1993）『応用
一般均衡分析：理論と実際』東洋経済新報社を参照。 





and Tobin (1972）のMEW (Measure of Economic Welfare、経済福祉指標)や経済審議会のNNW(Net National Welfare、
国民純福祉)など、GNPに代わる指標も次々に提唱された。 
６ Costanza et al. (2014), “Time to leave GDP behind,” Nature, 505, pp. 283-285。Kubiszewski et al. (2013), “Beyond 
GDP: Measuring and achieving global genuine progress,” Ecological Economics, 93, pp. 57-68。詳細は割愛するが、
GPIの他にも著名なものとして、人間開発指数 HDI、グリーン GDP、調整純貯蓄 ANS、エコロジカル・フットプリン
ト EF、また、より良い暮らし指標 BLIをはじめとする様々な幸福度指標、などが提唱されている。これらについては、
ジョセフ・E・スティグリッツ他、福島清彦訳（2012）『暮らしの質を測る』きんざい、Fleurbaey and Blanchet (2013), 
























                                                   
